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生涯研修プロ グラム　腫 瘍
ク リニ カ ル デ ィ ベ ート　「進行上 皮性卵巣癌 に対する治療」

一
次腫瘍減量手術 vs ネオア ジュ ヴァ ン ト化学療法

1）一
次腫瘍減量手術

東京医科大学 寺 内 文 敏

　2010年度版卵巣が ん治療ガ イ ドラ イ ン に基 づ

くと，卵巣癌の 初回治療 は まず手術療法で ある．

基本術式 （両側付属器摘 出術 ＋ 子宮全摘 出術 ＋ 大

網切除術）に加えて進行期決定に必 要な staging

laparotomyとして腹腔 内細胞診，腹腔内各所の 生

検，後腹膜 リン パ 節 （骨盤お よび傍大動脈節）郭

清術 （生検）が 行われ ，さ らに進行例 にお い て は，

腹腔 内の 播種 ・転移病巣 を可及的に摘出す る
一次

腫瘍減量手術 primary 　debulking　surgery （PDS ）
が行われ る．こ の 際の 残存腫瘍径 と予後 は密接 に

相関 してお り， 特 に残存腫瘍径 1cm 未満 の腫瘍減

量術 は ， 有意 に予後 が改 善され る こ と よ り opti ・

mal 　surgery （OS）とされ，手術療法の 目指すべ き
ゴ ール と され て い る．さらに最近の 検討 では，残

存腫瘍なしの cornplete 　surgery （CS）群 にお い て

の み最も良好な予後で ある こ とが示 され てお り，

「真の OS は CS で ある」 とい う方向にシ フ トして

きて い る．しか し，腹腔内に広範囲に播種 をきた

した進行例 に対 して PDS に よ る OS ，特に CS を

達成す る の は容易で はな く，高侵 襲な手術 となる

場合が多 い ．

　そ れ を打開すべ く検討され て い る の が ，ネオア

ジ ュ ヴ ァ ン ト化学療法 （NAC ）＋ interval　debulk−

ing　surgery （IDS）で ある．　 NAC ＋ IDS が 支持さ

れ る理 由は，1）腫瘍縮小 に よる OS達成率の 向上，
2）それに伴 う予後の 改善，3）QOL の維持な どで

あ る．

　本講演で は これ らの 項 目に関 して
， 当科におけ

る retrospective な解析 と文献 的考 察に よ り検 討

を行 い
， PDS と NAC ＋ IDS の比較検討を行い た

い ．

2）ネオア ジ ュ ヴ ァ ン ト化学療法

北 里 大 学 恩 田 貴 志

●

■

　卵巣癌 に 対す る術前化学 療法 （Neoadjuvant
chemotherapy ：NAC ）は， 全身状態不良で手術先

行治療が行 えな い ，ある い は切除不能な腫瘍を有
してお り，初 回手術 で optimal 　surgery が 期待で

きない ，などの症例 に代替治療 と して 行われて い

た．特に予後不良なこ れ ら症例に対す る治療成績
が ， 標準治療を行 い 得た症例の成績 と遜色が ない

こ とが，多 くの後方視的研究によ り示 され，進行

卵巣癌 の 予後 改善 を目指 した治療法の
一

つ と し

て ， NAC が注 目を集め る よ うに なっ た ．日本の 臨

床試験グ ル ープ で ある JCOG （Japan　Clinical　On −

cology 　Group）で は ，
　 NAC の 有効性の確認 を主な

目的 と して ，2003 年 1月か ら NAC 療法の 有用性

を確認する 第 H 相試験 JCOGO206を行 っ た後 ，

2006年 ll月よ り， 標準治療と の 間で 第 III相比 較
試験 JCOGO602を開始 した．現在予定の 症例登録

を完了し，経過観察期間に入 っ て い る．JCOG に先

立 っ て 行 われ た，EORTC （European　Organiza−

tion　for　Research　and 　Treatment　of　Cancer）の 第

皿 相 試験 は，2010 年 8 月に報告 され，NAC 療法

は，手術先行の 標準治療 に比 して ，統計学的検討
は なされて い ない もの の，手術関連の 侵襲が軽度

で，治療成績は同等で ある こ とが示された．手術

侵襲が NAC 療法群で 軽 度で ある こ とは，過去 の

治療成績で証明ずみ で あり，NAC 療法が，現標準

治療の 手術先行治療 に劣 らない （非劣性）治療で

ある こ とは明 らか とい える．現在経過観察中の 試
験 として ，CTU −MRC （Medical　Research　Co皿 cil

Clinical　Trials　Unit）の 臨床 試 験 もあ り，第 III
相試験の 結果が出揃 えば，NAC 療法は，進行卵巣

癌に対する標準治療の
一

つ ある い は最新の 標準治

療になる こ とが期待 され る。NAC 支持の 立場 に

立 っ て解説する．
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